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総務・産業建設常任委員会（令和５年６月６日） 

◎委員長（谷平敬子君） 皆さん、おはようございます。 

 ただいまから総務・産業建設常任委員会を開催いたします。 

 当委員会に付託されました案件は、議案５件であります。 

 このほか、陳情５件が送付されており、これらの案件を随時議題といたし

ます。 

 それでは、当局からの挨拶をお願いいたします。 

◎総務部長（中村定秋君） 皆さん、改めましておはようございます。 

 本委員会では、４件の条例改正と、あと１件の契約の案件ということで御

審査いただくことになっております。 

 特に条例改正では、この市税条例と火災予防条例というのは、我々が例規

審査をする上でも非常に苦労する条例でございまして、少し分かりにくい部

分もあるかと思いますけれども、できるだけ分かりやすい丁寧な説明に心が

けてまいりますのでよろしくお願いをいたします。 

◎委員長（谷平敬子君） お願いいたします。ありがとうございました。 

 初めに、議案第43号「岩倉市民プラザの設置及び管理に関する条例の一部

改正について」を議題といたします。 

 当局の説明はいかがいたしましょう。 

〔「省略」と呼ぶ者あり〕 

◎委員長（谷平敬子君） 当局の説明を省略し、直ちに質疑に入ります。 

 質疑はございませんか。 

◎委員（梅村 均君） まず、この機器の更新に至った理由というか背景と

いうか、そういったところをお聞かせいただけないでしょうか。 

◎協働安全課長兼市民プラザ長兼市民活動支援センター長（小松 浩君）

今回の更新に至った理由でございますけれども、現行の印刷機がリース、平

成30年からこの令和５年６月いっぱいまでになりますけれども、５年間のリ

ース契約をしておりまして、そのリース契約の更新時期を迎えたため、今回

機器を更新させていただくものでございます。 

◎委員（梅村 均君） また別の質問ですけれども、今回、製版の区分がな

いんですけど、製版はない機器なのかどうなのかという点はどうでしょうか。 

◎協働安全課長兼市民プラザ長兼市民活動支援センター長（小松 浩君）

今回更新させていただく印刷機につきましては、これまでの製版機能という

ものが全くない印刷機になりまして、インクジェット式の印刷機という機能

になるものでございます。 
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◎委員（梅村 均君） もう一つだけ、すみません。 

 使用料の設定は、見たところこれまでと同じようになるような感じでされ

たのかなというところも見受けられるんですが、金額の設定の決め方につい

て何か考えられたことはありますでしょうか。 

◎協働安全課統括主査（須藤 隆君） 料金設定でありますけれども、用紙

を持ち込む場合と備付けの用紙を使用する場合で分けさせていただいており

ます。さらに白黒印刷とカラー印刷ということで区分がされております。 

 用紙を持ち込む場合の白黒印刷は、10面10円ということになっております

が、こちら１枚当たり１円ということになります。さらにカラーは10面で30

円ということなので１枚当たり３円ということになります。こちらは単位当

たりの使用料とさせていただいております。 

 １円とか３円という１枚当たりの印刷もできるんですけど、そうすると非

常に会計が煩雑になるということもありまして、10面単位当たりで白黒の場

合は10円、カラーの場合は10面当たりで30円というような設定とさせていた

だいております。 

 また備付け用紙を使用するというものは、通常のコピー機能と同様の考え

方になりますので、１面当たり10円、カラーの場合は１面当たり30円と市内

の公共施設で使用しているコピー機の料金と同様にさせていただいたという

考え方で料金を設定しております。以上です。 

◎委員（大野慎治君） ちょっと関連でお聞かせください。 

 市民プラザの大型カラープリンターが今故障しているということを市民団

体さんからお聞きして、今市役所で印刷しているということをお聞きしてお

ります。市民団体さんからお聞きしたのでちょっと確認もしてきましたが、

故障しているということなんですが、これの更新についてはどのように考え

ているんでしょうか。 

◎協働安全課長兼市民プラザ長兼市民活動支援センター長（小松 浩君）

ただいま御質問にありましたとおり、今現在、大型プリンターのほう故障し

ております。修繕をかけているんですけれども、なかなかちょっと機種的に

古いということもありまして、部品等調達にちょっと時間がかかっていると

いう状況でございますが、その状況を見て更新については今後検討してまい

りたいと考えております。 

◎委員（木村冬樹君） 現行の市民プラザの印刷機を利用している方という

のは、用紙を持ち込む場合というのがほとんどなんでしょうか、ちょっとそ

の実態について教えていただきたいと思います。 

◎協働安全課長兼市民プラザ長兼市民活動支援センター長（小松 浩君）
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今回、市民プラザのこちらの印刷機を使われる団体の皆様については、用紙

を持ち込んで使われる方がほとんどでございます。 

◎委員（木村冬樹君） 機能がちょっと異なるもんだから、その機能に合わ

せて使用料の区分を変えるもんですから一概には言えないと思うんですけど、

一般的な使用方法をした場合、例えば製版をして50枚単色で刷った場合は50

円になりますよね、現行で。今回も例えば白黒で用紙を持ち込んでやる場合

は、50面刷れば50円ということで、負担は変わらないのかなというふうに思

うんですけど、一般的な使用方法の中で負担増になるようなケースは想定あ

るんでしょうか。 

◎協働安全課統括主査（須藤 隆君） そうですね、団体にとっても使用の

負担がデメリットにつながるというようなことはないと考えております。 

◎委員（塚﨑海緒君） 私はこのプリンターをよく使わせていただいている

んですけど、団体登録してあるところは無料で使えていると思うんですけど、

それはそのまま維持されるという状況ですか。 

◎協働安全課長兼市民プラザ長兼市民活動支援センター長（小松 浩君）

これまで現行の利用でいきますと、１団体、月に２回、年間１万枚まで無料

で使っていただける形でなっておりましたので、その内容を踏まえて、今回

の改正に伴いまして、こちらは要綱で定めておりますけれども、同じように

無料で使える形での要綱、規定を考えております。 

 内容については、１万枚という形で枚数での無料という形がなかなか今回

の機能でいくと少し難しいということもございましたので、今回は年間で１

万円まで無料と、金額での無料という形で現在考えております。 

◎委員長（谷平敬子君） ほかに質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

◎委員長（谷平敬子君） ないようですので、質疑を終結いたします。 

 お諮りします。 

 委員間討議を省略いたしますが、御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

◎委員長（谷平敬子君） 御異議なしと認め、委員間討議を省略します。 

 次に、議案に対する討論に入ります。 

 ほかに討論はありますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

◎委員長（谷平敬子君） 討論はないようですので、直ちに採決に入ります。 

 議案第43号「岩倉市民プラザの設置及び管理に関する条例の一部改正につ

いて」の賛成委員の挙手を求めます。 
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〔賛成者挙手〕 

◎委員長（谷平敬子君） 挙手全員であります。 

 採決の結果、議案第43号は全員賛成により原案のとおり可決すべきものと

決しました。 

 次に、議案第44号「岩倉市税条例の一部改正について」を議題とします。 

 当局の説明はいかがいたしましょう。 

〔「省略」と呼ぶ者あり〕 

◎委員長（谷平敬子君） 当局の説明を省略し、直ちに質疑に入ります。 

 質疑はございませんか。 

◎委員（木村冬樹君） 冒頭、総務部長の挨拶にあったように、毎年６月議

会にこの市税条例の一部改正ということで、いろいろ複雑な国の法律の改正

に伴って変わる部分が示されてくるところであります。 

 今回も多岐にわたった改正になっておるというふうに思いますが、議案の

説明資料のほうに基づいて質疑をしていきたいというふうに思っています。 

 １つ目は、個人住民税関係で扶養親族等申告書がちょっと様式が異なって

くるのかなあというふうに思うわけですけど、これまでは扶養親族の名前や

改めて書かなきゃいけないのを、異動がない旨ということでの記載に変える

ことができるということでありますが、具体的にどういうような様式になっ

てくるのかというのはもう示されているんでしょうか。 

◎税務課主幹（佐野亜矢君） 様式につきましては、新しい様式は現在のと

ころ示されていません。 

 令和７年１月以降に支払いを受ける給与等について適用されるため、今後、

様式は示されていくものと思います。 

◎委員（木村冬樹君） 分かりました。 

 まだ１年以上、２年近くあるということでまだまだこれからかなあという

ふうに思います。 

 次に、森林環境税についてです。 

 本会議でも質疑がありましたが、私もちょっと何点かお聞きしたいと思い

ます。 

 まずこの森林環境税、これまでは復興特別住民税ということで住民税とし

て課税がされてきたというふうに思います。でも仕組みは同じように、国に

上げられて国から交付されるという形になってくるのかなあというふうに思

うんですけど、この森林環境税については、前の復興特別住民税は期限が令

和５年度までということだったんですけど、期限についてはどのような形に

なっているんでしょうか。 
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◎税務課主幹（佐野亜矢君） 森林環境税の賦課徴収につきましては、いつ

までを課税期間とするのかといった規定は設けられておりません。 

◎委員（木村冬樹君） 分かりました。これから法律が変わるまでは続いて

いくという形であります。 

 それで、まずこの森林環境譲与税については、もう既に令和元年度から譲

与されてきて基金に積み立てられていっています。これから森林環境税を納

税者から徴収をして国に上げていくという形になるんですけど、この森林環

境税の税収と森林環境譲与税で譲与されてくる金額、こういったもののバラ

ンスといいますか、岩倉市においてはどのような状況になっているんでしょ

うか。 

◎税務課主幹（佐野亜矢君） 森林環境税の歳入の見込額は、約2,580万円

を見込んでおります。 

 また、本市へ交付されます森林環境譲与税の令和４年度の決算額ですけれ

ども501万8,000円でした。令和５年度も譲与税につきましては同額程度を見

込んでおります。 

◎委員（木村冬樹君） 分かりました。 

 大きな森林がないというところについては、森林の保全というのが大きな

目的だと思いますので、都市部のところには森林環境税のほうが大きくて譲

与税のほうが少ないという状況になってくるのかなというふうに思っている

ところです。 

 それで、全体としてはそういう形になっているのかと、仕組みとして都市

部にもやっぱり人口割みたいな形で一定の譲与税が来ますので、それは木材

を使ってほしいという目的で下ろされてくるというふうに思うんですけど、

具体的にこの仕組みの中で本当に森林が保全されていっている状況がつくら

れてきているのかどうかという、仕組みがつくられてまだ数年というところ

だもんですからちょっと分からないところもありますけど、何か国が示して

いる資料みたいなものがありましたら教えていただきたいと思います。 

◎税務課長（古田佳代子君） 森林環境税なんですけれども、今後賦課徴収

が始まるということで、国のほうでも周知だとかをしっかりしていくという

ことを今表明しております。 

 農林水産省では、森林環境譲与税の効果的な活用に向けて、市町村の取組

事例集を作成して公表をしています。 

 令和３年度の事例集においては、地域の木材を利用した公共施設の木質化

というんでしょうか、が取り上げられていたり、上流域の団体と連携した森

林環境保全啓発イベントの開催といった事例も紹介をされています。こうし
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た周知によって木材の利用が進んだり、森林の保全につながっていくものと

思います。 

 先ほど、森林環境税の歳入と言ってしまったんですけれども、歳計外の収

入になりますので、ちょっと訂正をお願いします。 

◎委員（大野慎治君） すみません、今の森林環境譲与税について、自治体

の配分基準が市有林や人工林の面積が50％、人口が30％、林業の事業者数で

20％となっているので、人口の30％分で岩倉市は大体500万ぐらい来るんで

あろうということだと思うんですけど、今、使い道のことを言われたんです

けど、例えば放課後児童クラブだったり、今年造る、令和７年度に予定され

ている五条川小学校区統合保育園の内装の部分に木材を多く使っていくとか、

そういった部分のところの使い道の今の予定、積み立てていくだけじゃなく

て、岩倉市としての使い道を具体的に計画されているのかお聞かせください。 

◎総務部長（中村定秋君） これまで令和２年度には自然生態園の施設管理、

修繕に使わせていただきましたし、今年度は放課後児童クラブの備品購入と

いうことで、こちらは今現在具体的に将来的な計画までできているかという

とそこまではできていないんですけれども、例えば先ほどおっしゃられたよ

うな統合保育園であるとかそういったところで活用できれば活用していこう

というのは、現時点ではそこまでであります。 

 今後もやっぱり木質化みたいなところについてはしっかりと取り組んでい

く必要があると思っておりますので、そうしたところで実施計画などに計上

しながら取崩しをしていきたいと考えております。 

◎委員（木村冬樹君） 分かりました。 

 先ほどの答弁のやり取りがちょっと分かりましたので、理解しております

のでお願いします。 

 いずれにしましても森林環境税、それから森林環境譲与税の仕組みで森林

の保全に本当につながっていくのかというのはまだまだこれから経過を見て

いかなきゃいけないなというふうに思っているところです。 

 様々な問題もあって、例えば温室効果ガスを出している主な原因者である

企業はこういう負担がないということで問題だとか、先ほど本会議で聞かれ

たような住民税の非課税の方にも一定の課税がかかるというようなこともあ

るということで、しっかり使い道が示せるような市としての取組をお願いし

たいというふうに思います。 

 じゃあ次に行きます。 

 固定資産税の課税標準の特例措置の、マンションの大規模修繕に係る特例

の新設ということで、長寿命化を一定の期間の間に工事が行われたものにつ
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いては固定資産税を３分の１減額するという、翌年度に限りですね、そうい

う措置だというふうに思いますけど、この市内幾つか大きなマンションがあ

ると思いますけど、何か動きというのは市内で関連してあるのかどうか、つ

かんでいるのかどうか教えていただきたいと思います。 

◎税務課長（古田佳代子君） 今のところ該当するマンションだとかは、要

件を満たすマンションというのがないという状況です。 

◎委員（木村冬樹君） 分かりました。これも経過を見るしかないかなと思

っています。 

 もう一点、先端設備に該当する特例対象資産に係る特例の削除ということ

で、これは前に導入されたときも少し聞いたというふうに思いますけど、認

定先端設備等導入計画というものですが、市内の事業所の中でこの計画をつ

くっているところというのは多くあるんでしょうか。状況を少し教えていた

だきたいと思います。 

◎税務課長（古田佳代子君） 税務課のほうでは、先端設備等導入計画とい

うものを認定をしていないので、計画の数というのは把握していないんです

けれども、この特定の適用実績として、令和５年度は家屋で１件、償却資産

で７件あります。 

◎委員（木村冬樹君） 実態ばかり聞いて申し訳ありませんけど、もう少し

実態を教えていただきたいと思います。 

 次の軽自動車税の関係で、区分の見直しによって、いわゆる電動キックボ

ードという電動で動くバイクのような形の乗り物、これの区分が変わってき

てということでありますが、税額については変わらないというふうに思うん

ですけど、この電動キックボードに係る税収というのは実績としてはどうな

んでしょうか、岩倉市の場合、教えていただきたいと思います。 

◎税務課主幹（佐野亜矢君） 電動キックボードの課税実績は、現在のとこ

ろございません。 

◎委員（木村冬樹君） 分かりました。 

 最後に、グリーン化特例の関係も教えていただきたいと思います。 

 ＣＯ２削減ということで、そういう仕組みは必要な仕組みだというふうに

は思っているわけですけど、なかなか電気自動車の普及というのがどうなっ

ているのかなというところをちょっと統計的に教えていただければと思うん

ですけど、最近の電気自動車のグリーン化特例を使ったケースというのがど

のぐらいあるのか、少し実績を教えていただきたいと思います。 

◎税務課主幹（佐野亜矢君） グリーン化特例の令和５年度の実績台数です

が、営業用の四輪乗用車ですと１台です。また自家用四輪乗用車ですと21台
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の実績がございます。 

◎委員長（谷平敬子君） ほかに質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 ないようですので、質疑を終結いたします。 

 お諮りします。 

 委員間討議を省略したいと思いますが、御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

◎委員長（谷平敬子君） 御異議なしと認め、委員間討議を省略します。 

 次に、議案に対する討論に入ります。 

 討論はございませんか。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

◎委員長（谷平敬子君） 討論はないようですので、直ちに採決に入ります。 

 議案第44号「岩倉市税条例の一部改正について」、賛成の委員の挙手を求

めます。 

〔賛成者挙手〕 

◎委員長（谷平敬子君） 挙手全員であります。 

 採決の結果、議案第44号は全員賛成により原案のとおり可決すべきものと

決しました。 

 次に、議案第45号「岩倉市都市計画税条例の一部改正について」を議題と

いたします。 

 当局の説明はいかがいたしましょう。 

〔「省略」と呼ぶ者あり〕 

◎委員長（谷平敬子君） 当局の説明を省略し、直ちに質疑に入ります。 

 質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

◎委員長（谷平敬子君） ないようですので、質疑を終結いたします。 

 お諮りします。 

 委員間討議を省略したいと思いますが、御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

◎委員長（谷平敬子君） 御異議なしと認め、委員間討議を省略します。 

 次に、議案に対する討論に入ります。 

 討論はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

◎委員長（谷平敬子君） 討論はないようですので、直ちに採決に入ります。 

 議案第45号「岩倉市都市計画税条例の一部改正について」、賛成の委員の
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挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

◎委員長（谷平敬子君） 挙手全員であります。 

 採決の結果、議案第45号は全員賛成により原案のとおり可決すべきものと

決しました。 

 次に、議案第51号「岩倉市火災予防条例の一部改正について」を議題とい

たします。 

 当局の説明はいかがいたしましょう。 

〔「省略」と呼ぶ者あり〕 

◎委員長（谷平敬子君） 当局の説明を省略し、直ちに質疑に入ります。 

 質疑はございませんか。 

◎委員（木村冬樹君） これも議案の説明資料のところからちょっと質疑し

たいというふうに思いますが、主な改正内容の１つ目が、急速充電設備に関

する事項ということで、充電対象が増加したり、様々な機械が開発されてい

っているもんですから、それが付け加えられたりという、そういう改正では

ないかなというふうに思うんですが、急速充電設備の中で充電ポストという

言葉がありますが、少しこの仕組みがどういうものなのかというところを教

えていただきたいというふうに思います。 

◎消防本部総務課主幹（伊藤孝夫君） 充電ポストはということでございま

すが、充電ポストとは急速充電設備本体、これとは別にコネクター、ケーブ

ルを収納する附属物のことでございます。 

 従来は、設備本体とケーブル、コネクターが１台につき１本で１台の急速

充電設備から１台の電気自動車に充電するという、いわゆる一体型が一般的

でありまして、本条例もそれを想定した規定となっているところなんですが、

近年は１台の急速充電設備から複数の電気自動車に充電できるようにするた

めに、本体とは別にこの充電ポストを複数設けて、充電ポストごとにケーブ

ル、コネクターから充電する、これを分離型と呼んでいるんですけれども、

この分離型が普及するようになってきたというところでございます。 

◎委員（木村冬樹君） いろいろ技術が進んでというところであります。一

気に何台かが充電できるような仕組みがつくられてきているというところだ

というふうに思いますが、岩倉市はこの間、急速充電設備が設置されていな

いというふうにお聞きしていますが、現状でも同じ状況なんでしょうか。 

◎消防本部総務課主幹（伊藤孝夫君） 現在も確認した範囲においては、市

内に急速充電設備の設置はございません。 

◎委員（木村冬樹君） もう一点です。 
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 もう一つの改正のところの喫煙等に関する規定の見直しということで、基

本的なところですけど、健康増進法の一部を改正する法律が平成30年７月25

日に交付で令和２年４月１日に施行ということでありますが、少し条例改正

までに時間がかかっているようでありますけど、この理由については何かあ

るんでしょうか。 

◎消防本部総務課主幹（伊藤孝夫君） 今般の省令の一部改正を受けて発出

されました総務省消防庁の通知のうち、喫煙等に関する規定の見直しについ

てという事項、これに基づいて関係規定を点検したところ、喫煙所を設置し

た場合に標識を設けるよう求める本条例の規定が健康増進法の規定と重複す

る、これが分かったものですから、今回必要な整理をさせていただくという

ことになったものでございます。 

◎委員（木村冬樹君） その総務省消防庁の通知というのはいつ来たものか

ということも少し教えていただければ。 

◎消防本部総務課主幹（伊藤孝夫君） 通知を受けたのは、令和５年２月の

後半というふうに記憶しております。 

◎委員長（谷平敬子君） ほかに質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

◎委員長（谷平敬子君） ないようですので、質疑を終結いたします。 

 お諮りします。 

 委員間討議を省略したいと思いますが、御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

◎委員長（谷平敬子君） 御異議なしと認め、委員間討議を省略します。 

 次に、議案に対する討論に入ります。 

 討論はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

◎委員長（谷平敬子君） 討論はないようですので、直ちに採決に入ります。 

 議案第51号「岩倉市火災予防条例の一部改正について」、賛成の委員の挙

手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

◎委員長（谷平敬子君） 挙手全員であります。 

 採決の結果、議案第51号は全員賛成により原案のとおり可決すべきものと

決しました。 

 次に、議案第54号「災害対応特殊水槽付消防ポンプ自動車の購入契約につ

いて」を議題とします。 

 当局の説明はいかがいたしましょう。 
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〔「省略」と呼ぶ者あり〕 

◎委員長（谷平敬子君） 当局の説明を省略し、直ちに質疑に入ります。 

 質疑はございませんか。 

◎委員（水野忠三君） すみません、事前にお伝えせずにちょっといきなり

聞いてしまって申し訳ないですが、基本的にこの予算額については、入札前

に業者さんも知っているものなんでしょうか。一応確認だけさせてください。 

◎行政課長（佐野 剛君） 予算額につきましては一般的に公表はされてお

りますけれども、予定価格となると、それは公表はされておりません。 

◎委員長（谷平敬子君） ほかに質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

◎委員長（谷平敬子君） ないようですので、質疑を終結いたします。 

 お諮りします。 

 委員間討議を省略したいと思いますが、御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

◎委員長（谷平敬子君） 御異議なしと認め、委員間討議を省略します。 

 次に、議案に対する討論に入ります。 

 討論はございませんか。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

◎委員長（谷平敬子君） 討論はないようですので、直ちに採決に入ります。 

 議案第54号「災害対応特殊水槽付消防ポンプ自動車の購入契約について」、

賛成の委員の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

◎委員長（谷平敬子君） 挙手全員であります。 

 採決の結果、議案第54号は全員賛成により原案のとおり可決すべきものと

決しました。 

 続いて、陳情の取扱いについて議題といたします。 

 陳情５件が送付されておりますが、これらの陳情の取扱いについて、どの

ようにさせていただきましょうか。 

◎委員（木村冬樹君） 陳情第４号につきましては、既に議員提案で前議会

で意見書を提出しておりますので、陳情者に対して丁寧なお返しをするとい

うことで、このような意見書を提出しておりますというようなことも含めて

丁寧に返していくということで、全体としては聞きおくという形でいいんで

はないかなというふうに思います。 

◎委員長（谷平敬子君） よろしいでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 
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◎委員長（谷平敬子君） じゃあ、聞きおくということで、各委員において

熟読していただきますようお願いいたします。 

 以上で当委員会に付託されました案件は全て議了いたしました。 

 なお、本委員会の委員長報告の文案につきましては、正・副委員長に御一

任願いたいと思いますが、御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

◎委員長（谷平敬子君） 御異議なしと認め、そのように決しました。 

 以上で総務・産業建設常任委員会を閉会いたします。お疲れさまでした。 


